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後列左から

牛込 聖英 委員、石山 邦彦 委員、石鍋 守 委員、芦川 進 委員、横山 めぐみ 委員
前列左から

寳谷 実 委員、横井 善彦 委員、鹿濱 德雄 委員、鈴木 博利 委員、馬場 博文 委員

　
　
　
　

会
長
あ
い
さ
つ

　

令
和
８
年
７
月
、
足
立
区
農
業
委
員
会
は
第
26
期
を
迎

え
ま
し
た
。
第
25
期
に
引
き
続
き
会
長
を
務
め
る
こ
と
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
足
立
区

の
農
業
・
農
地
を
次
の
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
責
任
を
改

め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

都
市
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
や

担
い
手
不
足
、
近
年
の
猛
暑
や
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
に

加
え
、
相
続
税
な
ど
、
農
地
を
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く

上
で
の
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。
一
方
、
都
市
農
地
は
農

産
物
を
生
産
す
る
場
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
緑
や
景
観
の

形
成
、
防
災
、
環
境
保
全
な
ど
、
多
面
的
機
能
を
有
す
る

貴
重
な
財
産
で
す
。

　

第
26
期
に
お
い
て
も
、
農
業
者
の
皆
様
の
声
を
丁
寧
に

伺
い
、
農
地
の
保
全
と
有
効
活
用
、
担
い
手
の
確
保
・
育

成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
都
市
農
地
が
安
心
し
て
次
世

代
へ
継
承
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
26
期
足
立
区
農
業
委
員
会
会
長
　
鹿
濱
　
德
雄
　

　
あ
だ
ち
農
業
サ
ポ
ー
タ
ー※

の

　
活
用
に
つ
い
て

　

近
年
、
農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
の
派
遣
要
請
が
増
え
て
い
ま
す
。
農

業
サ
ポ
ー
タ
ー
は
区
が
実
施
す
る
農
作
業
の
基
本
を
学
ぶ
養
成
講

座
を
修
了
さ
れ
た
方
に
登
録
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
現
在
登
録

人
数
は
６
２
人
で
す
。
令
和
７
年
度
は
、
延
べ
２
，
７
９
６
人
の

方
に
農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
の
農
作
業
へ
の
意
欲
は
大
変
高
く
、

仕
事
ぶ
り
も
大
変
好
評
で
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
派
遣
依
頼
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
時
期
に
よ
っ
て
は
ご
要
望
に
添

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た
い
と

い
う
方
は
農
業
振
興
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
産
緑
地
地
区
指
定
の
お
知
ら
せ

　

区
で
は
、
農
地
所
有
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
年
に
１

回
、
生
産
緑
地
地
区
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

生
産
緑
地
の
指
定
を
受
け
る
と
、
固
定
資
産
税
が
軽
減
さ

れ
る
た
め
、
農
業
者
に
と
っ
て
は
、
経
営
の
安
定
化
へ
と
つ

な
が
り
ま
す
。

　

指
定
を
希
望
す
る
方
、
指
定
に
つ
い
て
ご
相
談
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
農
業
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

●
生
産
緑
地
指
定
の
な
が
れ

●
申
請
に
必
要
な
書
類

　

①
土
地
の
全
部
事
項
証
明
書
（
登
記
簿
謄
本
）

　

②
土
地
の
公
図
、
案
内
図
、
実
測
図

　

③
印
鑑
登
録
証
明
書　

　

※

そ
の
他
、
申
請
書
等
所
定
の
様
式
も
あ
り
ま
す
の
で
、

　
　

事
前
に
農
業
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
二
次
あ
だ
ち
都
市
農
業
振
興
プ
ラ
ン

　

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
を
計
画

期
間
と
す
る
「
第
二
次
あ
だ
ち
都
市
農
業
振
興

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
都
市
農
業
の
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
計
画
期
間
の
中
間
年
を
迎
え
た

こ
と
か
ら
、
社
会
情
勢
や
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
、
施
策
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、
令

和
８
年
３
月
に
「
第
二
次
あ
だ

ち
都
市
農
業
振
興
プ
ラ
ン
（
中

間
見
直
し
改
定
版
）」
を
策
定

し
ま
し
た
。

め
い
ど
Ｉ
Ｎ
あ
だ
ち
直
売
所
Ｍ
Ａ
Ｐ

　

足
立
区
内
に
は
、Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
が
運
営

す
る
農
産
物
直
売
所
（
直
売
会
）
６
か
所
と
農

家
個
人
が
運
営
す
る
庭
先
直
売
所
11
か
所
の
計

17
か
所
の
農
産
物
直
売
所
が
あ
り
ま
す
。

　

直
売
所
Ｍ
Ａ
Ｐ
は
、
掲
載
し
て
い
る
各
直
売
所

お
よ
び
足
立
区
役
所
南
館
４
階

農
業
振
興
係
窓
口
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
感
想
や
今
後
取
り

上
げ
て
ほ
し
い
記
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

農
業
委
員
会
事
務
局（
農
業
振
興
係
）ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
℡（
３
８
８
０
）
５
８
６
６
〔
直
通
〕

農
業
委
員
会
だ
よ
り

第26期農業委員会スタート！！

指
定
の
相
談
、
申
請
（
４
月
ま
で
）

農
業
委
員
・
都
市
計
画
担
当
に
よ
る

現
地
調
査
・
事
情
聴
取

翌
年
１
月
１
日
か
ら

固
定
資
産
税
が
農
地
課
税

区
・
都
市
計
画
審
議
会
（
12
月
頃
）

で
決
定
、
指
定

※

令
和
７
年
に
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
よ
り

　
名
称
変
更

　

７
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
総
会
に
お
い
て
、

会
長
に
鹿
濱
德
雄
委
員
、
会
長
職
務
代
理
者
に
横
井

善
彦
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ー 1 ー ー 6 ー

●仕事内容：農作業全般の補助
（片付け、芽かき、定植、収穫、袋詰め、

雑草取り等）

●派遣時間：おおむね３時間（休憩含む）



第
58
回
足
立
区
農
産
物
共
進
会

　

Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
主
催
、
区
後
援
に

よ
る
『
第
58
回
足
立
区
農
産
物
共
進
会
』
が
、

７
月
４
日
（
土
）Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
足
立

支
店
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
野
菜
類
、
花
き
類
計
205
点
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。
上
位
入
賞
さ
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。

      

特
等
賞
（
敬
称
略
）

　

農
林
水
産
大
臣
賞

　
　

牛
込
　
直
希
（
島
根
）　　
　

 

ト
マ
ト

　
東
京
都
知
事
賞

　
　

市
川
　
雅
一
（
入
谷
）　　

 

エ
ダ
マ
メ

　

足
立
区
長
賞

　
　

荒
堀
　
剛
史
（
栗
原
）　　
　

 

ム
ラ
メ

　
東
京
都
信
連
会
長
賞

　
　

芦
川
　
光
伸
（
六
町
）　 

ジ
ャ
ガ
イ
モ

　

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

　
東
京
都
本
部
本
部
長
賞

　
　

吉
岡
　
靖
泰
（
舎
人
）　　

 

コ
マ
ツ
ナ

　
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

　
東
京
都
本
部
本
部
長
賞

　
　

並
木
　
秀
郎
（
一
ツ
家
） 

日
々
草

 
第
26
期
農
業
委
員
か
ら
ひ
と
こ
と

横
井 
善
彦 
会
長
職
務
代
理
者

　

今
回
３
期
目
の
農
業
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
横
井
で

ご
ざ
い
ま
す
。
近
年
、
世
界
中
で
異
常
気
象
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
足
立
区
内
で
の
生
産
活
動
に
お
い
て
も
難

し
さ
が
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
者
の
声
を
聞
き
、
農
業
を
維
持
・
継
続
出
来
る
よ

う
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

牛
込 

聖
英 

委
員

　

就
農
し
て
34
年
、
今
は
三
男
が
後
継
ぎ
に
な
り
結
婚
も

し
て
一
緒
に
直
売
野
菜
経
営
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
と
て

も
幸
せ
に
感
じ
る
一
方
、
自
分
も
生
涯
農
業
を
続
け
る
覚

悟
が
い
る
。
後
継
者
不
足
は
深
刻
で
す
。
継
が
せ
ら
れ
な
い

の
は
税
制
も
あ
り
ま
す
が
、
農
業
だ
け
で
は
食
べ
て
い
け

な
い
物
価
上
昇
に
も
追
い
つ
か
な
い
現
実
が
あ
る
。
で
も

何
と
か
未
来
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
日
本
の
農
業
、
都
市

農
業
を
み
な
さ
ん
と
と
も
に
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

馬
場 

博
文 

委
員

　

こ
の
度
、
農
業
委
員
５
期
目
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
今
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
活
か
し
、
足
立
区
の

農
業
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
方
々
の
手
助
け
や
応
援
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

芦
川 

進 

委
員

　

こ
の
た
び
、
第
26
期
の
農
業
委
員
に
応
募
し
任
命
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
芦
川
進
で
す
。
二
期
目
と
な
る
今
期
も
、

当
委
員
会
の
本
旨
に
則
り
区
内
の
農
業
は
も
と
よ
り
、
地

域
社
会
に
も
貢
献
で
き
ま
す
よ
う
日
々
精
勤
し
て
ゆ
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

寳
谷 

実 

委
員

　

第
26
期
農
業
委
員
会
委
員
の
一
員
と
し
て
、
区
長
か
ら

任
命
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
の
活
動
、
農

業
振
興
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
支
援
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石
山 

邦
彦 

委
員

　

こ
の
度
、
農
業
委
員
に
任
命
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
石

山
で
ご
ざ
い
ま
す
。
年
々
都
市
農
業
の
承
継
が
厳
し
い
時

代
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
農
業
を
考
え
、
勉

強
し
な
が
ら
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鈴
木 

博
利 

委
員

　

こ
の
度
、
農
業
委
員
３
期
目
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
事
に

な
り
ま
し
た
。
年
々
都
市
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
足
立
区
の
農
業
者
の

皆
様
の
た
め
、
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石
鍋 
守 
委
員

　

今
回
、
第
25
期
足
立
区
農
業
委
員
を
務
め
た
吉
田
委
員

か
ら
ご
推
薦
を
い
た
だ
き
、
第
26
期
足
立
区
農
業
委
員
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
石
鍋
で
ご
ざ
い
ま
す
。
無
学
な
私
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
農
業
委
員
会
に
関
す
る
規
定
を
理
解
し
、

忠
実
に
従
い
、
３
年
間
の
任
期
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

横
山 

め
ぐ
み 

委
員

　

推
薦
を
受
け
初
の
女
性
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。
私
は

現
在
、
家
族
経
営
で
市
場
と
直
売
所
へ
の
出
荷
や
庭
先
販

売
、
収
穫
体
験
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
報
な
ど
新
し
い
営
農
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
と
女
性
の
視
点
を
活
か
し
、
先
輩

方
か
ら
農
地
保
全
を
学
び
つ
つ
、
持
続
可
能
な
足
立
の
農

 

退
任
委
員
あ
い
さ
つ

内
田 

宏
之 

委
員

　

Ｊ
Ａ
の
直
売
所
の
野
菜
や
花
も
年
々
種
類
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
９
年
間
、
委
員
と
し
て
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
各
農
家
を
廻
り
色
々
な
事
を
学
ば
せ

て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
一
農
家
と
し
て
野
菜
や
花
を
作
り
届
け

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

國
井 

幹
雄 

委
員

　

こ
の
度
、
農
業
委
員
を
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

短
い
期
間
で
し
た
が
、
在
任
中
は
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

も
農
業
委
員
会
の
益
々
の
発
展
と
皆
様
方
の
ご
活
躍
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

吉
田 

勉 

委
員

　

こ
の
ほ
ど
農
業
委
員
を
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

３
期
９
年
の
間
、
利
害
関
係
の
な
い
立
場
で
の
活
動
は
当

初
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
の
皆
さ
ん
や
事
務
局

の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
、
務
め
る
こ
と
が
で
き
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
も
足
立
の
農
業
の
益
々
の
発
展
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

横
山 

恭
臣 

委
員

　

こ
の
た
び
任
期
満
了
に
伴
い
、
農
業
委
員
を
退
任
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
農
業
委
員
と
し
て
、
地

域
農
業
の
振
興
や
農
地
の
保
全
に
携
わ
る
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
指

導
と
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

業
に
貢
献
で
き
る
よ
う
精
一
杯
努
め
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

補助事業のご案内

【補 助 率】
原則として１／２以内 （新規就農者の営農支援は 3/4）
 （対象事業費：税抜き）
 （事業により加算あり）
補助上限額：原則として 200万円以上 1 億円未満
※新規就農者支援は 100万円以上 5000万円未満

【募集予定】
令和９年５月頃（令和 10 年度施工分）

【内　　容】
・パイプハウス等生産設備
・栽培関連施設、流通・販売施設　等

【事業実施対象】
認定農業者、認定新規就農者　等

【補 助 率】
最大３／４（事業内容により異なります）

（対象事業費：税抜き）
【募集予定】

令和９年４月頃（令和 10 年度施工分）
【内　　容】

農地創出支援のほか、防災兼用農業用井戸・土
留め・簡易直売所・防薬シャッターの整備等。
利用条件や補助率は事業により異なります。
詳細は農業振興係までお問い合わせください。

【事業実施対象】
保全農地および農地創出予定地を所有する
農業者
※事業内容によって対象者が限定されます

【補 助 率】
１／２

【補助上限額】
３０万円

【申 請 期 間】
令和８年１２月２８日まで

【補助対象経費】
令和７年に支出した種苗費、肥料費、
農業用動力光熱費

【事業実施対象】
認定農業者、認定新規就農者

【補 助 率】
２／３（対象事業費：税込み）

【補助上限額】
２００万円

【申 請 期 間】
令和８年１２月２８日まで

 ※事業完了及び支払い完了は令和９年２月２６日まで
【内　　　容】
・施設等設置費補助
・機械設備等購入費補助
・ほ場等改修費補助　等

【事業実施対象】
認定農業者、認定新規就農者
区内に農地を有し、耕作の業を営む区内在住の農業者

足立区農業生産資材等
高騰対策臨時補助金

東京農業経営強靭化事業

足立区農業生産者組織等
育成事業費補助金

未来に残す東京の農地プロジェクト

農業経営を支援するさまざまな補助事業があります。活用できる制度が分からない場合や、
対象となるか確認したい場合なども、まずは農業振興係へお気軽にご相談ください。
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優
秀
賞
（
敬
称
略
）

　
西
山
　
敏
雄
（
江
北
）

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
鉢
）・
ス
ト
ロ
ン
グ
ラ
ブ

優
良
賞
（
敬
称
略
）

　
並
木
　
秀
郎
（
一
ツ
家
）

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
鉢
）・
恋
心

　
阿
出
川
　
す
み
江
（
江
北
）

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
鉢
）・
メ
リ
ー
ウ
ィ
ド
ー

　
並
木
　
一
重
（
一
ツ
家
）

ク
リ
サ
ン
セ
マ
ム
・
ス
ノ
ー
ラ
ン
ド

　
榎
本
　
雅
予
（
扇
）

ク
リ
サ
ン
セ
マ
ム
・
ホ
ワ
イ
ト

　
並
木
　
一
重
（
一
ツ
家
）

パ
ン
ジ
ー
・
よ
く
咲
く
ス
ミ
レ

　
内
田
　
和
子
（
興
野
）

ギ
ン
ヨ
ウ
ア
カ
シ
ア
・
ミ
モ
ザ

特
等
賞
・
東
京
都
知
事
賞
（
敬
称
略
）

　
並
木
　
一
重
（
一
ツ
家
）

ダ
リ
ア（
切
花
）・
ム
ー
ン
ス
ト
ー
ン

特
等
賞
・
足
立
区
長
賞
（
敬
称
略
）

　
西
山
　
敏
雄
（
江
北
）

小
菊
・
か
り
ん

「
家
紋
は
丸
に
抱
き
茗
荷
」

今
回
、
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
認
定
農
業
者
は
、

入
谷
一
丁
目
在
住
の
市
川
雅
一
さ
ん
で
す
。
幼
少
期
か
ら

働
く
父
母
の
後
姿
を
見
続
け
、
助
け
に
な
り
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
「
家
を
守
っ
て
い
く
た
め
」
に
就
農
を
決
意
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

市
川
家
は
、
資
料
等
で
確
認
で
き
る
範
囲
で
、
14
代
に

わ
た
り
続
い
て
き
た
家
柄
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
市
川

家
の
家
紋
が「
丸
に
抱
き
茗
荷
」で
す
。
令
和
７
年
度
に
は
、

東
京
都
の
農
業
支
援
策
で
あ
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
支
援

事
業
」
を
活
用
し
て
市
川
農
園
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
、

そ
の
ロ
ゴ
に
は
、
主
要
生
産
物
の
イ
ラ
ス
ト
を
彩
る
背
景

と
し
て
家
紋
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
雅
一
さ
ん
は
、

14
代
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
家
紋
を
ロ
ゴ
に
取
り

入
れ
、
ま
さ
に
家
の
歴
史
と
誇
り
を
背
負
い
な
が
ら
、
農

業
生
産
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
量
よ
り
も
質
を
大
切
に
」

出
荷
に
あ
た
っ
て
は
、
消
費
者
に
一
番
に
手
に
取
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
「
丁
寧
に
綺
麗
に
」
と
の
心
掛
け
の
も
と
、

「
量
よ
り
も
質
を
大
切
に
」
出
荷
さ
れ
て
い
る
と
伺
い
ま
し

た
。現

在
の
主
な
出
荷
先
は
、
あ
だ
ち
菜
の
郷
、
近
隣
大
手

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
自
宅
近
く
の
自
販
機
、
そ
し
て

評
判
を
聞
き
つ
け
依
頼
さ
れ
た
、
市
川
さ
ん
の
自
宅
か
ら

距
離
が
あ
る
足
立
区
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
す
。

取
材
日
（
７
月
31
日
）
当
日
は
、
露
地
に
は
産
毛
が
長

く
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
た
エ
ダ
マ
メ
が
、
ハ
ウ
ス
内
に
は
コ

マ
ツ
ナ
、
ト
マ
ト
、
白
ナ
ス
が
出
荷
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

圃
場
も
整
理
整
頓
さ
れ
、
ハ
ウ
ス
内
を
は
じ
め
畦
道
に

も
雑
草
は
生
え
て
お
ら
ず
、
土
は
フ
カ
フ
カ
で
よ
く
耕
さ

れ
て
お
り
、
肥
培
管
理
も
徹
底
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
都
知
事
賞
を
連
続
受
賞
」

こ
う
し
た
日
頃
か
ら
の
丁
寧
な
出
荷
へ
の
心
掛
け
や
徹

底
し
た
圃
場
管
理
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
が
、
就
農
３

年
目
に
し
て
、
足
立
区
農
産
物
共
進
会
に
お
い
て
、
東
京

都
知
事
賞
の
２
年
連
続
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

雅
一
さ
ん
は
、「
今
ま
で
通
り
父
母
を
は
じ
め
、
近
隣
の

　

足
立
区
農
業
委
員
会
で
は
、
令
和
８
年
10
月
か
ら

11
月
ま
で
を
「
農
地
保
全
・
利
活
用
促
進
月
間
」
と

設
定
し
、
農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
行
い
ま
す
。
調

査
の
結
果
、
適
正
に
農
地
が
管
理
さ
れ
て
い
な
い
と

認
め
ら
れ
る
場
合
、
農
業
委
員
会
か
ら
指
導
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　

農
業
者
の
皆
様
に
は
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
長
者
の
方
々
の
意
見
を
聞
く
こ
と
と
同
時
に
、
年
齢
の

近
い
世
代
の
仲
間
と
情
報
交
換
な
ど
を
通
じ
て
、
今
後
も

農
業
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

今
後
の
活
躍
も
大
い
に
期
待
さ
れ
る
認
定
農
業
者
、
農

業
生
産
者
と
お
会
い
で
き
た
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材　

石
鍋
）

認
定
農
業
者
紹
介

農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
す

第
53
回 

足
立
区
春
花
品
評
展
示
会

第
53
回 

足
立
区
春
花
品
評
展
示
会

第
61
回 

足
立
区
夏
花
品
評
展
示
会

第
61
回 

足
立
区
夏
花
品
評
展
示
会
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『
第
53
回
足
立
区
春
花
品
評
展
示
会
』
が
３
月
４
日
（
水
）
か
ら
５
日
（
木
）
に
足
立
区
役

所
区
民
ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
、Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
足
立
花
卉
部
会
の
後
援
に
よ
り
、
153
点

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
第
61
回
足
立
区
夏
花
品
評
展
示
会
が
６
月
２
日

（
火
）
か
ら
４
日
（
木
）
に
足
立
区
役
所
区
民
ロ
ビ
ー

で
開
催
さ
れ
、Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
足
立
花
卉
部
会
の

後
援
に
よ
り
、
56
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。



優
秀
賞
（
敬
称
略
）

　
西
山
　
敏
雄
（
江
北
）

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
鉢
）・
ス
ト
ロ
ン
グ
ラ
ブ

優
良
賞
（
敬
称
略
）

　
並
木
　
秀
郎
（
一
ツ
家
）

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
鉢
）・
恋
心

　
阿
出
川
　
す
み
江
（
江
北
）

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
（
鉢
）・
メ
リ
ー
ウ
ィ
ド
ー

　
並
木
　
一
重
（
一
ツ
家
）

ク
リ
サ
ン
セ
マ
ム
・
ス
ノ
ー
ラ
ン
ド

　
榎
本
　
雅
予
（
扇
）

ク
リ
サ
ン
セ
マ
ム
・
ホ
ワ
イ
ト

　
並
木
　
一
重
（
一
ツ
家
）

パ
ン
ジ
ー
・
よ
く
咲
く
ス
ミ
レ

　
内
田
　
和
子
（
興
野
）

ギ
ン
ヨ
ウ
ア
カ
シ
ア
・
ミ
モ
ザ

特
等
賞
・
東
京
都
知
事
賞
（
敬
称
略
）

　
並
木
　
一
重
（
一
ツ
家
）

ダ
リ
ア（
切
花
）・
ム
ー
ン
ス
ト
ー
ン

特
等
賞
・
足
立
区
長
賞
（
敬
称
略
）

　
西
山
　
敏
雄
（
江
北
）

小
菊
・
か
り
ん

「
家
紋
は
丸
に
抱
き
茗
荷
」

今
回
、
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
認
定
農
業
者
は
、

入
谷
一
丁
目
在
住
の
市
川
雅
一
さ
ん
で
す
。
幼
少
期
か
ら

働
く
父
母
の
後
姿
を
見
続
け
、
助
け
に
な
り
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
「
家
を
守
っ
て
い
く
た
め
」
に
就
農
を
決
意
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

市
川
家
は
、
資
料
等
で
確
認
で
き
る
範
囲
で
、
14
代
に

わ
た
り
続
い
て
き
た
家
柄
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
市
川

家
の
家
紋
が「
丸
に
抱
き
茗
荷
」で
す
。
令
和
７
年
度
に
は
、

東
京
都
の
農
業
支
援
策
で
あ
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
支
援

事
業
」
を
活
用
し
て
市
川
農
園
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
、

そ
の
ロ
ゴ
に
は
、
主
要
生
産
物
の
イ
ラ
ス
ト
を
彩
る
背
景

と
し
て
家
紋
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
雅
一
さ
ん
は
、

14
代
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
家
紋
を
ロ
ゴ
に
取
り

入
れ
、
ま
さ
に
家
の
歴
史
と
誇
り
を
背
負
い
な
が
ら
、
農

業
生
産
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
量
よ
り
も
質
を
大
切
に
」

出
荷
に
あ
た
っ
て
は
、
消
費
者
に
一
番
に
手
に
取
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
「
丁
寧
に
綺
麗
に
」
と
の
心
掛
け
の
も
と
、

「
量
よ
り
も
質
を
大
切
に
」
出
荷
さ
れ
て
い
る
と
伺
い
ま
し

た
。現

在
の
主
な
出
荷
先
は
、
あ
だ
ち
菜
の
郷
、
近
隣
大
手

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
自
宅
近
く
の
自
販
機
、
そ
し
て

評
判
を
聞
き
つ
け
依
頼
さ
れ
た
、
市
川
さ
ん
の
自
宅
か
ら

距
離
が
あ
る
足
立
区
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
す
。

取
材
日
（
７
月
31
日
）
当
日
は
、
露
地
に
は
産
毛
が
長

く
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
た
エ
ダ
マ
メ
が
、
ハ
ウ
ス
内
に
は
コ

マ
ツ
ナ
、
ト
マ
ト
、
白
ナ
ス
が
出
荷
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

圃
場
も
整
理
整
頓
さ
れ
、
ハ
ウ
ス
内
を
は
じ
め
畦
道
に

も
雑
草
は
生
え
て
お
ら
ず
、
土
は
フ
カ
フ
カ
で
よ
く
耕
さ

れ
て
お
り
、
肥
培
管
理
も
徹
底
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
都
知
事
賞
を
連
続
受
賞
」

こ
う
し
た
日
頃
か
ら
の
丁
寧
な
出
荷
へ
の
心
掛
け
や
徹

底
し
た
圃
場
管
理
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
が
、
就
農
３

年
目
に
し
て
、
足
立
区
農
産
物
共
進
会
に
お
い
て
、
東
京

都
知
事
賞
の
２
年
連
続
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

雅
一
さ
ん
は
、「
今
ま
で
通
り
父
母
を
は
じ
め
、
近
隣
の

　

足
立
区
農
業
委
員
会
で
は
、
令
和
８
年
10
月
か
ら

11
月
ま
で
を
「
農
地
保
全
・
利
活
用
促
進
月
間
」
と

設
定
し
、
農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
行
い
ま
す
。
調

査
の
結
果
、
適
正
に
農
地
が
管
理
さ
れ
て
い
な
い
と

認
め
ら
れ
る
場
合
、
農
業
委
員
会
か
ら
指
導
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　

農
業
者
の
皆
様
に
は
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年
長
者
の
方
々
の
意
見
を
聞
く
こ
と
と
同
時
に
、
年
齢
の

近
い
世
代
の
仲
間
と
情
報
交
換
な
ど
を
通
じ
て
、
今
後
も

農
業
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

今
後
の
活
躍
も
大
い
に
期
待
さ
れ
る
認
定
農
業
者
、
農

業
生
産
者
と
お
会
い
で
き
た
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材　

石
鍋
）

認
定
農
業
者
紹
介

農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
す

第
53
回 

足
立
区
春
花
品
評
展
示
会

第
53
回 

足
立
区
春
花
品
評
展
示
会

第
61
回 

足
立
区
夏
花
品
評
展
示
会

第
61
回 

足
立
区
夏
花
品
評
展
示
会

ー 4 ー ー 3 ー

　
『
第
53
回
足
立
区
春
花
品
評
展
示
会
』
が
３
月
４
日
（
水
）
か
ら
５
日
（
木
）
に
足
立
区
役

所
区
民
ロ
ビ
ー
で
開
催
さ
れ
、Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
足
立
花
卉
部
会
の
後
援
に
よ
り
、
153
点

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
第
61
回
足
立
区
夏
花
品
評
展
示
会
が
６
月
２
日

（
火
）
か
ら
４
日
（
木
）
に
足
立
区
役
所
区
民
ロ
ビ
ー

で
開
催
さ
れ
、Ｊ
Ａ
東
京
ス
マ
イ
ル
足
立
花
卉
部
会
の

後
援
に
よ
り
、
56
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
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